
●
水
間

国
と
地
方
財
政

の
三
位
一
体
改
革
で
そ
の

全
体
像
が
見
え
て
き
た

が
、
そ
の
内
容
は
地
方
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
い

る
。
新
年
度
予
算
編
成
と

な
り
、
町
へ
の
影
響
額
を

ど
の
よ
う
に
見
込
ま
れ
て

い
る
の
か
、
建
設
計
画
の

根
底
が
揺
る
が
な
い
か
。

介
護
保
健
法
が
施
行
さ
れ

５
年
後
の
制
度
見
直
し
に

つ
い
て
色
々
計
画
が
あ
る

よ
う
だ
が
本
町
へ
の
影
響

は
、
そ
し
て
改
革
の
一
番

の
課
題
と
な
っ
た
義
務
教

育
の
国
庫
負
担
金
を
ど
う

す
る
の
か
に
つ
い
て
本
町

へ
の
影
響
に
つ
い
て
う
か

が
う
。

■
町
長

国
の
予
算
措
置

9

で
介
護
福
祉
、
住
宅
家
賃

補
助
な
ど
が
７
・
６
％
減

額
さ
れ
、
ま
た
臨
時
財
政

対
策
債
が
23
・
１
％
と
大

幅
な
減
と
な
り
財
源
確
保

に
苦
慮
し
た
。
財
源
不
足

は
建
設
計
画
に
大
き
く
影

響
し
、
本
年
４
月
か
ら
の

財
政
健
全
化
計
画
策
定
の

中
で
検
討
す
る
。
次
に
介

護
保
険
制
度
見
直
し
は
、

基
本
的
視
点
と
し
て
、
制

度
の
持
続
可
能
性
を
高
め

給
付
の
効
率
化
、重
点
化
、

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ

の
転
換
。
介
護
、
年
金
、

医
療
等
の
制
度
間
の
機
能

分
担
を
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
指
導

や
監
督
事
務
な
ど
町
の
事

務
は
大
幅
な
増
と
な
る
。

住
民
へ
の
影
響
は
、
細
分

化
し
て
負
担
軽
減
の
対
策

が
実
施
さ
れ
る
が
特
別
徴

収
の
対
象
に
遺
族
年
金
や

傷
害
年
金
を
加
え
る
よ
う

で
あ
る
。
在
宅
と
施
設
の

利
用
者
負
担
の
不
均
衡
是

正
の
視
点
か
ら
施
設
利
用

者
に
つ
い
て
は
負
担
増
と

な
る
。
本
町
で
は
制
度
改

正
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
介
護
予
防
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
次
年
度
検
討
す
る
。

義
務
教
育
の
国
庫
負
担
金

は
、
県
の
措
置
で
直
接
影

響
は
な
い
。

●
福
田

本
町
の
財
政
が

ひ
っ
迫
し
た
状
況
に
あ
る

こ
と
は
相
互
に
認
め
る
と

こ
ろ
だ
が
、
財
務
状
況
の

把
握
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

●
福
田

私
た
ち
の
住
む

地
球
と
、
そ
の
な
か
に
あ

三
位
一
体
改
革
と
財
政
の
見
通

し
は

財
政
健
全
化
計
画
で
示
す

ＱＡ

水間　茂議員

財
務
の
把
握
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
導
入
を

現
段
階
で
は
作
成
し
な
い

ＱＡ

福田　豪議員

京
都
議
定
書
へ

の
対
応
は

地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
に
基

づ
き
対
応

ＱＡ

94年３月発効の国連気候変動枠
組み条約には、温室効果ガスの排
出削減の法的義務がなく、97年12
月に京都市で開かれた第３回締約
国会議（地球温暖化防止京都会議、

COP３）で、先進国に削減義務な
どを課す京都議定書を採択。二酸
化炭素（CO

2
）やメタン、代替フ

ロン類など６種類の排出量を、先
進国全体の08～12年平均で、90年
比5.2％減らすことなどを義務づ
けた。国別では日本６％、米国
７％、欧州連合（EU）８％。途上
国には義務がない。

目標達成のため国際協調する
「京都メカニズム」の仕組みも導
入した。市場などで排出枠を売買
する「排出量取引」、途上国の削
減に協力した先進国が排出枠を受
け取る「クリーン開発メカニズム
（CDM）」、先進国同士が削減に協力
して成果を自国の実績にする「共
同実施」の３つがある。米国は01
年に議定書不参加を表明したが、
ロシアが04年11月に批准し、05年
２月16日の発効が決まった。

（朝日新聞より）

る
世
羅
町
を
、
子
孫
に
引

き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
京
都
議
定
書
に
、

世
羅
町
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

■
町
長

地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
、
私
た
ち
町
民

も
削
減
義
務
が
課
せ
ら
れ

京都議定書とは

る
こ
と
を
再
認
識
し
取
り

組
む
。
特
に
民
生
部
門
で

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法
に
基
づ
き
、
地
域
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
省
エ

ネ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
た
活
動
を
展
開
し
た

い
。

か
。

■
町
長

官
公
庁
会
計
方

式
を
採
用
し
て
お
り
、
将

来
企
業
会
計
方
式
に
変
更

さ
れ
た
時
点
で
導
入
す

る
。
予
算
は
歳
出
規
制
を

重
点
に
編
成
し
て
お
り
、

中
長
期
の
計
画
は
財
政
推

計
を
も
と
に
調
整
し
て
い

る
。
事
業
の
先
送
り
で
処

理
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第２号pdf  05.5.11 11:29 AM  ページ 9



一般�
質問�
一般�
質問�

10

●
小
川

合
併
迄
は
三
原

市
と
協
議
中
で
あ
る
と
の

報
告
だ
け
を
受
け
て
い
た

の
で
甲
山
町
長
に
説
明
責

任
が
あ
る
。
今
後
後
年
度

負
担
は
毎
年
１
億
数
千
万

円
が
人
件
費
と
し
て
消
え

る
。
安
心
安
全
を
求
め
る

の
に
こ
の
策
し
か
な
い
の

か
。
今
後
の
策
と
し
て
建

●
小
川

介
助
員
は
児
童

と
一
心
一
体
の
職
務
で
成

り
た
っ
て
い
る
実
態
を
把

握
し
な
い
で
机
上
だ
け
で

審
議
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
専
門
部
会
で
の
検
討

経
過
が
知
り
た
い
。
急
ぎ

●
小
川

工
事
の
早
期
完

成
と
、
景
観
上
、
電
線
の

地
中
化
を
望
む
が
。

■
町
長

完
成
は
19
年
度

の
予
定
、
地
中
化
は
計
画

に
な
い
の
で
、
景
観
に
配

慮
し
た
道
路
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
県
に
要
望
す
る
。

●
西
田

病
気
や
傷
害
の

原
因
に
よ
り
、人
工
肛
門
、

人
工
膀
胱
、
総
称
し
て
ス

ト
ー
マ
と
も
い
わ
れ
、
こ

の
人
々
が
オ
ス
ト
メ
イ
ト

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

県
内
に
、
３
千
余
人
、

世
羅
町
で
は
、
38
人
お
ら

れ
、
外
出
の
際
、
ト
イ
レ

に
困
る
と
い
わ
れ
る
。

本
町
で
は
、
積
極
的
・

計
画
的
な
整
備
促
進
の
必

要
が
あ
る
。

町
長
の
見
解
は
。

■
町
長

国
会
の
「
障
害

者
自
立
支
援
法
案
」
成
立

を
受
け
て
、
18
年
度
「
世

羅
町
障
害
者
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。整

備
に
つ
い
て
は
ス
ト

ー
マ
造
設
当
事
者
等
の
ご

意
見
を
聞
き
促
進
す
る
。

せ
ら
に
し
支
所
に
配
置
す
る
救

急
業
務
の
経
過
は

コ
ス
ト
削
減
に
む
け
努
力
す
る

ＱＡ

小川信晃議員

障
害
児
介
助
員
の

給
与
体
系
は
こ
れ

で
い
い
の
か

理
解
で
き
る
が
、

条
例
制
定
が
な

さ
れ
て
い
る

ＱＡ

●
西
田

昨
年
は
、
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た
。
新
潟
中
越

地
震
で
40
人
の
犠
牲
者
、

風
水
害
で
、
死
者
行
方
不

明
者
は
２
３
９
人
と
昭
和

58
年
以
降
で
過
去
最
悪
と

な
る
。

中
国
地
方
で
も
震
度
５

以
上
の
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
な
か
、
行
政

の
課
題
を
点
検
し
、
防
災

を
見
つ
め
直
そ
う
と
い
う

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

町
長
の
所
見
は
。

■
町
長

住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
関
係
機

関
や
消
防
団
並
び
に
、
発

足
予
定
で
あ
る
自
主
防
災

組
織
等
と
連
携
を
図
り
、

避
難
誘
導
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
た
め
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

整
備
を

意
見
を
聞
き
促
進
す
る

ＱＡ

西田美喜男議員

災
害
時
の
避
難
指

示
勧
告
発
令
は

地
域
防
災
改
革

を
見
直
す

ＱＡ

給
与
体
系
の
見
直
し
を
願

う
。

■
教
育
長

３
町
合
併
協

議
会
の
中
で
、
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
額
を
調
整
し
、
統
一

し
取
り
決
め
た
。
10
月
１

日
専
決
処
分
さ
れ
、
第
１

回
議
会
で
承
認
さ
れ
て
い

る
。
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

甲
山
橋
付
近
の

電
線
の
地
下
埋

設
を
望
む

事
業
主
体
の

県
に
要
望
し
て

ゆ
く

ＱＡ

物
等
維
持
管
理
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
節
減
し
か
な

い
が
計
画
を
含
め
う
か
が

う
。

■
町
長

合
併
前
、
３
町

連
名
で
要
望
を
し
、
事
業

決
定
、
き
め
細
か
な
防
災

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
。
今
後
消
防
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
削
減
に
む
け
鋭

意
努
力
し
て
ゆ
く
。

甲山橋工事現場

障害者用トイレ
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●
玉
谷

新
町
に
な
り
広

域
化
し
た
中
で
ど
の
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
く

て
は
、
住
民
や
職
員
の
情

熱
を
引
き
出
す
こ
と
は
で

11

き
な
い
し
、
人
々
の
熱
意

な
く
し
て
町
づ
く
り
が
成

功
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

新
町
の
中
で
機
能
分
担
な

ど
に
よ
り
、
地
域
ご
と
に

振
興
や
発
展
に
も
十
分
配

慮
し
て
進
め
い
て
い
く
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
新
町
で
の

振
興
策
、
住
民
自
治
等
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
住
民
の
意
見
を
直
接
聞

き
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん

と
反
映
す
る
こ
と
が
で
き

る
住
民
参
加
型
の
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
、
地
域
の
特

性
、
魅
力
を
生
か
し
な
が

ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
維
持
、
育
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
現
在
、
自
治
振

興
会
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
新
た
な
自
治

振
興
会
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ

の
育
成
支
援
策
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

■
町
長

各
地
区
の
「
コ

推
協
」「
振
興
会
」「
大だ
い

字じ

」

「
町
内
会
」
等
と
呼
ば
れ

る
振
興
会
の
組
織
が
、
地

域
課
題
の
集
約
や
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
を
自
ら

計
画
し
、
地
域
活
動
を
行

い
組
織
運
営
を
行
う
こ
と

が
住
民
自
治
の
基
本
組
織

で
あ
る
。
住
民
と
行
政
は

対
等
の
観
点
か
ら
、
地
域

づ
く
り
町
づ
く
り
を
協
働

し
て
推
進
し
組
織
運
営
、

事
業
活
動
の
資
金
と
し

て
、
地
域
自
治
活
動
助
成

金
に
よ
り
財
政
支
援
を
す

る
。

●
仙
光

職
員
は
毎
日
伝

票
整
理
に
大
変
な
時
間
と

労
力
を
費
や
し
て
い
ま

す
。
部
所
に
よ
っ
て
様
式

に
違
い
が
あ
り
、
ま
た
チ

ェ
ッ
ク
も
厳
し
く
な
か
な

か
は
か
ど
ら
な
い
の
が
現

実
で
す
。人
件
費
の
削
減
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
改
善
は
。

■
町
長

現
在
、
調
整
を

必
要
と
す
る
事
務
事
業
が

相
当
数
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
メ
ー
ル
便
も
含
め

全
て
の
事
務
処
理
の
問
題

点
・
改
善
点
等
洗
い
出
し

よ
り
簡
素
で
効
率
の
良
い

具
体
策
を
検
討
す
る
。

自
治
振
興
会
づ
く
り
の

取
り
組
み
は

積
極
的
に
支
援
し
て
行
く

ＱＡ

玉谷　隆議員

「事務事業検討会」で

簡素で効率の良い事務をＱ

Ａ
仙光保喜議員

●
仙
光

小
国
地
区
の
簡

易
水
道
の
水
源
が
美
波
羅

川
と
見
田
川
の
合
流
地
点

に
あ
り
、
水
量
も
少
な
く

汚
水
の
影
響
は
顕
著
に
現

れ
る
。
昨
年
の
堆
肥
汁
の

流
出
事
故
の
前
例
も
在

り
、
下
流
域
住
民
は
公
害

問
題
源
と
し
て
心
配
で
あ

る
が
。

■
町
長

農
園
排
水
口
と

下
流
民
家
の
地
下
水
の
６

箇
所
を
年
２
回
水
質
検
査

を
し
、
環
境
保
全
に
対
す

る
継
続
的
監
視
を
行
う
。

当
該
農
場
は
関
係
法
令
に

沿
っ
た
構
造
基
準
と
最
新

処
理
施
設
を
完
備
さ
れ
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
県
の

モ
デ
ル
農
場
と
し
て
整
備

を
す
る
。

吉
浦
牧
場
の
施
設

整
備
は
万
全
か

モ
デ
ル
的
酪
農

場
と
し
て
整
備

ＱＡ

建設中の吉浦牧場

田打振興会の活動
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